
◯ 復興まちづくりにあたっては、官民連携により持続可能な都市・地域経営に向けて地域が抱える課題の解決や新たな価値を創造する取
組を進めることが重要である。

◯ 行政職員には、被災地に親身に寄り添い、地域の自主性や持続性を意識しながら、構想段階から事業構築まで多岐にわたる関係者の協
議・調整を先導していくことが求められる。

◯ 本ハンドブックでは、関係する自治体や事業者等の協力を得ながら、官民連携による復興まちづくりに取り組む際の要点及びその留意
点を示すと共に、全国の事例におけるまちづくりのフェーズ別の工夫点などを取りまとめた。

官民連携復興まちづくりハンドブック

民間の強みを活
かすため、行政職
員の方たちに行政
に求められる役割
やまちづくりの留意
点を理解・認識い
ただくことを想定

過去の事例を踏まえ、
官民連携による復興
まちづくりの要点を４
つ に 、 ま ち づ く り の
フェーズを５つに分類
した上で、留意点や
工夫点などを整理

フェ ーズ１
地域全体の
構想の検討

フェ ーズ２
施設別・ 分野別整備計画の検討

時間軸

フェ ーズ３
ト ライアルによる合意形成

フェ ーズ５
地域の経営

フェ ーズ４
拠点施設の整備

検討体制づく り

ビジョ ンづく り

地域運営の仕組みづく り

施設の整備

ハンドブック活用のターゲットハンドブックの考え方

官民連携による復興
まちづくりの要点・留
意点ごとに、全国の
官民連携まちづくり事
例に携わった民間実
務者・行政職員から
得られた声を紹介

• 官民連携によるまち
づくりの「体制づくり」
を3つのパターンに分
類し、良好な取組
が行われた事例4箇
所の経緯や工夫点
を紹介

• 各事例地における、
まちづくり推進体制
の変遷及び各推進
体制を構築するス
テークホルダーを整
理

全国の官民連携による復興まちづくり・地域再生の事例

官民連携による復興まちづくりの要点・留意点


